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口腔外科領域感染症 に対す るNY-198の 臨床的検討

原 英 之 ・市川幸紀江 ・菅 野 直 美 ・宮 島 久

大 野 朝 也 ・大 根 光 朝

東北歯科大学口腔外科学第二講座

新 しい合成経 口抗 菌剤NY-198を 口腔外科領域感 染症 に応用 し,臨 床的検討を行 なった。

1) 口腔 外科領域感染症11例 に対 し,NY-1981日 量600mgを 経 口投与 し,そ の臨床効果 を検討 した

結果,口 腔外科領域抗生物質効果判定基準 に よる点数判定では著効4例,有 効3例,無 効4例 で有効

率64%で あった。 また主治医判定で は著 効3例,有 効7例,や や有効1例 で有効率91%と 良好 な成績

が得 られた。

2) 菌検 索 を行 なった4例 中3例 よ り6株 の分 離菌 が得 ら起 その 内訳 はPeptostreptococcus

magnus 2株,α-Streptococcus 1株, coagulase (-) Staphylococcus sp.1株,Streptococcus

anginosus 1株,Capnocytophaga ochracea 1株 であ った。分離 菌 に対 す るMICは,ofloxacin

(OFLX)と ほぼ同等,enoxacin(ENX)よ りはややす ぐれた抗菌力 を示 した。

3)臨 床検査値異常,副 作 用は全例 に認め られなかった。

これ らの結果 よ り,NY-198は 口腔外科領域感染症 に対 し有効 な薬剤 と考 え られた。

NY-198は,ピ リドンカル ボン酸系の経口抗 菌剤 で,

piromidic acid (PA), pipemidic acid (PPA)に 比べて

嫌気性菌 を含むグラム陽性菌,グ ラム陰性菌 に対 して,

幅広 い抗菌スペク トラム と強 い殺菌的な抗菌力を示す と

されている1,2)。

今回,私 たちは,本 剤 を口腔外科領域感染症 に使用 し,

臨床効果について検討 したのでその成績 を報告する。

I 対象症例 および投与方法

対象症例 は昭和61年11月 ～62年1月 にか けて東 北歯

科大学附属病院 口腔 外科学 第二講座 を受診 した口腔外科

領域感 染症11例 で,そ の内訳は歯周組織炎4例,歯 冠周

囲炎5例,顎 炎2例 であ る(Table 1)。 対象の年齢 は17

～42歳 性別では男性7例
,女 性4例 であった。

投与量 は,1回200mgを1日3回 毎食後経 口投与 と し

た。投 与期間 は3～8日 間で,他 の抗菌剤,抗 炎症剤,

解熱鎮痛剤 など薬効評価 に影響 を及ぼす薬剤の併用 は行

なわないことと し,止 むをえず鎮痛剤 を投与す る場合は

頓用 とした。

II 結 果

1) 効果判定基準

効二果判定 は,口 腔 外科領域抗生物質効果 判定基準3)に

従 って臨床症状 の採点法 による客観 的な点数判定法 を採

用 した。すなわち投与開始後3日 目に判定 を行ない,3

日目の合計点数 を投 与開始 日の合計点数 で除 した値 によ

り,著 効(≦0.3),有 効(0.3～0.7),無 効(0.7≦)と し

た。 また臨床症 状,臨 床経過 を もとに最終観察 日の主治

医の主観的判定 も併せ て行 なった。

2) 細 菌学的検索

検体 は閉塞膿 瘍か ら穿刺吸 引 して採取 し,た だちに

TCSポ ーターに接種 した後,東 京総合 臨床検 査センター

に送付 し,菌 の分離,同 定お よびMIC測 定 を依頼 した。

3) 臨床成績

投 与3日 目にお ける点数判定 に よる臨床効果 は全11

例 中著効4例,有 効3例,無 効4例 で著効 と有効を合わ

せた有効率 は64%で あった。疾患別の有効率は歯周組織

炎で75%,歯 冠周 囲炎で40%,顎 炎で100%と 歯冠周囲炎

で有効率が低かった。最 終観察 日の主治医判定に よる臨

床効果 は全11例 中著効3例,有 効7例,や や有効1例 で

有効率は91%で あ り点数判 定 よ りも良い成績 を示 した。

疾 患群別 の臨床効果 は歯周組 織炎で75%,歯 冠周囲 炎,

顎炎では100%で あった(Table 2)。

4)細 菌学的効果

菌検索 を行なった4例 中3例 よ り6株 の分離菌が得 ら

れ.そ の 内 訳 は.Peptostreptococcus magnus 2株

α-Streptococcus 1株coagulase(-)Staphylococcus

sp.1株 Strepto coccus anginosus 1株Capnocyto-

phaga ochracea 1株 であった(Table 3)。

NY-198の 検出菌に対す るMICを,cefaclor(CCL),



VOL.36 S-2 CHEMOTHERAPY 1361



1362 CHEMOTHERAPY JUNE 1988

Table 2. Clinical Effect of NY-198

Table 3. Isolated organisms from clinical materials

Table 4. Sensitivity of isolated organisms

ampicillin (ABPC)お よび 同系 薬 剤 のofloxacin

(OFLX), enoxacin (ENX)と 比較検 討 した結果,CCL,

ABPCよ りも抗菌力は劣 り,同 系薬剤ではOFLXよ り

一管 ほ ど悪 く
,ENXよ りはやや 強 い抗 菌 力 を示 した

(Table 4)。

5) 副 作 用

投与全11例中,副作用と思われる不快症状は全例に認

められなかった。

6) 臨床検査値異常

投与全11例について本剤投与前後に臨床検査を行な

ったが,全 例において検査値異常は認められなかった

(Table 5)。
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III 考 察

近年,口 腔外科領域 感染症 では嫌気 性菌に よる感染が

注 目されてお り,大 野 ら4)は口腔外科領域 感染症 の検 出

菌 について検討 し,好 気性菌の検出率が48%,こ の うち

グラム陽性菌73.5%,グ ラム陰性菌26.5%,ま た,嫌 気

性菌の検 出率が52%,こ の うちグ ラム陽性菌76.5%,グ

ラム陰性菌23.5%で あった と報告 してい る。 したが って

口腔外科領域感染症の治療 に際 して,嫌 気性 菌を含む幅

広 い抗菌 スペ ク トラムを有す る薬剤 が必要 となって きて

いる。

NY-198は ピリ ドンカルボ ン酸系の経 口抗菌剤 で従 来

の同系薬剤であ るPA, PPAに 比べ てグラム陽性菌 に対

す る抗菌力が増強 され,そ の抗菌スペク トラムは嫌 気性

菌に まで拡大 されている1,2)。

今回,私 たちは,口 腔外科領域感染症11例 に対 し本剤

を経口投与 し,臨 床効果 を検討 したが,点 数判定では有

効率64%で 主治医判 定に よる有 効率 は91%と 良好 な成

績 を得 た。点数判定 と主治医判定にかな りの差がみ られ

たが,こ れ は点数判定 は3日 目判定であ り主治医判定は

最終観察 日であ るため と考 えら札 点数判定 にお ける無

効例4例 中3例では5日 目に有効の域 に含 まれてお り,継

続投与 によってその有用性が期待で きた。

疾 患群別の有 効率 は歯周組織 炎で75%,歯 冠周囲炎で

40%,顎 炎で100%で あ り比較的軽症 例の有効率が低か

ったが,こ れは軽症例 は症状が少ないため点数 として現

われに くいため と考 え られた。

今回,全11例 中4例 に菌検索 を行ない,3例 よ り6株

の分離菌 を得たが 好気性菌,嫌 気性菌 ともに3株 で,

好気性グ ラム陽性菌単独感染が1例,好 気性 グラム陽性

球菌 と嫌気性菌の混合感染が2例 で あった。分離菌に対

す るMICは,OFLXと ほぼ同等,ENXよ りはややす ぐ

れた抗 菌力を示 した。

臨床検査値異常お よび副作用 は全例に認 め られなか っ

た。

以上の結果 か らNY-198は 口腔 外科領域感染症 の治

療 に対 して有効 な薬剤 と考 え られ る。
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NY-198 IN ORAL INFECTIONS

HIDEYUKI HARA, YUKIE ICHIKAWA, NAOMI KANNO, HISASHI MIYAJIMA,

TOMOYA OHNO and MITSUASA OHNE

Second Department of Oro-Maxillo-Facial Surgery, Tohoku Dental University, Koriyama

NY-198, a new oral quinolone antibacterial agent, was evaluated for clinical efficacy and safety in the field
of oral and maxillofacial surgery.

1) NY-198 was administered at a dose of 200 mg t. i. d. to 11 patients with oral infections. The clinical
efficacy rate was 64% according to judgement by numerical rating on the third day and 91% according to
evaluation by the doctors in charge.

2) Six strains of bacteria were isolated from 3 patients. The MICs of NY-198 against clinically isolated
organisms were almost equal to those of ofloxacin, and lower than those of enoxacin.

3) No side-effects or abnormal changes in laboratory findings were found.


